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澁
澤 

文
隆
氏 

講
話
要
旨 

演
題
「
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
教
育
委
員
会
へ
の
期
待
」 

生
徒
と
先
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
て
い
る
素
晴
ら
し
い
授
業

を
見
る
事
が
で
き
た
。
ま
た
、
特
筆

す
べ
き
は
一
人
の
教
師
で
は
な
く

研
究
チ
ー
ム
で
作
っ
た
授
業
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
研
究
、
開
発
、

広
報
の
三
つ
の
組
織
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
研
究
会
の
素

晴
ら
し
い
と
こ
ろ
。
課
題
と
し
て
は
、

八
本
の
授
業
の
中
で
「
放
射
線
」
に

関
し
て
扱
う
授
業
が
な
か
っ
た
こ
と
。

中
学
校
三
年
の
最
後
に
履
修
す
る

内
容
の
た
め
、
研
究
会
の
時
期
が 

          

二
学
期
に
な
る
の
で
扱
い
き
れ
な

か
っ
た
。
三
月
で
扱
っ
た
授
業
実
践

を
Ｇ
Ｗ
あ
た
り
で
交
流
を
す
る
の
も

良
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
は
、
生
涯

学
習
で
あ
る
。
今
回
の
研
究
大
会

の
よ
う
に
小
中
高
の
連
携
も
大
切

だ
が
、
こ
こ
に
大
人
た
ち
も
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
。
震
災
の
状
況
を

み
て
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
大
人
の

行
動
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
燃
料
を
満
タ
ン
に
す

る
大
人
、
ス
ー
パ
ー
か
ら
水
を
買
い

占
め
る
大
人
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の

時
に
学
ん
だ
教
訓
が
あ
っ
た
は
ず

な
の
に
、
緊
急
時
に
は
い
と
も
簡
単

に
忘
れ
て
学
習
効
果
が
出
て
い
な
い
。

風
評
教
育
も
大
切
。
大
人
の
短
絡

的
で
感
情
的
な
判
断
が
そ
う
さ
せ

て
い
る
。
大
人
に
向
け
て
も
必
要
な

教
育
が
あ
る
。
学
校
教
育
だ
け
で

な
く
世
代
を
超
え
て
社
会
教
育
と

連
携
し
て
い
く
ス
タ
ン
ス
が
重
要
。

今
日
の
授
業
の
場
に
、
大
人
や
老

人
が
い
て
も
い
い
。
大
人
も
子
ど
も

も
一
緒
に
寄
り
添
う
よ
う
な
視
野

を
持
ち
な
が
ら
学
習
し
て
い
く
。
子

ど
も
た
ち
の
公
開
授
業
の
場
に
大

人
も
い
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
そ
こ
か

ら
さ
ら
に
組
織
を
広
げ
る
。
世
代

を
超
え
る
営
み
の
試
み
を
一
歩
一

歩
進
め
て
い
く
の
は
ど
う
か
。
こ
の

研
究
会
の
存
在
は
、
そ
の
一
番
求

め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
具
現
化
し
て

い
る
。
日
本
の
モ
デ
ル
に
な
る
。
こ
の

活
動
を
よ
り
全
国
に
深
化
さ
せ
発

展
さ
せ
て
ほ
し
い
。
こ
う
い
う
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
い
う
組
織
が
機

能
し
て
い
く
。
こ
の
研
究
会
が
日
本

を
リ
ー
ド
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。 

    

原
子
力
に
対
す
る
安
全
性
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
い
ま
稼
働
し

て
い
る
原
発
の
八
割
が
止
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
分
を
火
力
発
電
で

補
っ
て
い
る
。
地
球
人
口
の
七
十

億
人
の
う
ち
四
十
億
人
は
電
気

を
使
っ
て
い
な
い
暮
ら
し
を
し
て
い

る
。
日
本
は
一
人
当
た
り
一
年

間
で
四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
の

石
油
を
消
費
し
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
は
そ
の
二
倍
、
中
国
は
四
分
の

一
、 

イ
ン
ド
は
十
分
の
一
で
あ

る
。
今
、
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
、
風
力
が
適
し
て
い
る
所
、

太
陽
光
が
適
し
て
い
る
所
な
ど
、

風
土
に
根
差
し
た
適
材
適
所
の

観
点
か
ら
、
地
域
の
未
利
用
資

源
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た

地
産
地
消
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
新
し
い
取
り
組
み
を
始

め
る
と
き
は
、 

①
手
近
な
こ
と
か
ら
始
め
る 

    

②
小
さ
な
こ
と
か
ら
始
め
る 

③
賛
同
し
て
く
れ
る
人
か
ら
始

め
る 

こ
の
３
つ
の
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

   

 

日
時 

二
月
一
八
日
㈯ 

十
四
時
半
～ 

場
所  

ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト 

 

記
念
式
典
で
は
ご
来
賓
の
挨
拶

を
含
め
、
「
こ
れ
か
ら
の
本
研
究
委

員
会
に
期
待
す
る
も
の
～
十
年
の

成
果
か
ら
次
の
十
年
へ
繋
げ
る
～
」

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
予
定
。
ま
た
式
典
後
十
七
時

よ
り
祝
賀
会
を
行
い
ま
す
。
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

十
一
月
十
一
、
十
二
日
の
両
日
、
札
幌
市
立
中
央
中
学
校
、
ラ
イ
フ
ォ

ー
ト
札
幌
に
て
約
二
三
六
名
の
参
加
が
あ
り
、
公
開
授
業
、
活
発
な
討

議
が
行
わ
れ
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

北海道エネルギー環境 

教育研究委員会 

広報部会 

2011/12/19 発行 

第 24 号 

十
一
月
十
一
、
十
二
日
の
両
日
、
札
幌
市
立
中
央
中
学
校
、
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト

を
会
場
に
、
「
生
き
る
力
」
を
培
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
実
践
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

二
三
六
名
が
集
い
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。 

の
参
加
が
あ
り
開
催
さ
れ
、
八
つ
の
授
業
公
開
、
研
究
発
表
、
講
話
、
講
演
が
行
わ

れ
せ
た
。 

約
二
三
六
名
の
参
加
が
あ
り
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。 
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東
嶋
和
子
氏
が
記
念
講
演 

演
題
「
二
十
一
世
紀
の
環
境
と 

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
」 
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 小４ 社会科「雪とくらす 小森 広幸 教諭（幌東小）「モエレ沼公園のガラスのピ
ラミッドになぜ雪をためているのだろう」という課題について、自分の考えをまとめ、そ
れを全体交流し話し合った。雪冷房システムについて自然エネルギーと環境問題とを関係
付けた。子どもたちにとって一緒に遊ぶ雪だが、それに対して困ってる人もいるというこ
とに気づき、そこから何か利用することはないか考えた。排除するだけの雪が、自然エネ
ルギーとして活用することができる有用性について学んだ。教室中に子どもたちの元気な
声が響き渡り、学習課題に一心に取り組む姿が見られた。 

小６ 理科「電気の利用」 狩野  量 教諭（南郷小）電気を作るのに、多くの火力
が必要だということ。これだけエネルギーを使っても少しの電気しか得られないことを知
り、「火力発電機実験機を使って、光に変換するためにはどうすればいいか。」という課
題解決に向かって授業が展開された。途中、助っ人教師の登場で 圧力鍋による蒸気の威
力をアップ。火力の強さ、回転の速さ、タービンが発する音に驚きの声が上がった。子ど
もたちに消費電力に目を向けさせることができた。生活と結びつけた学習展開を実施する
ことができ、電気は自分たちにとって財産であるという大切な素地を育てることができた。 

小６ 家庭科「工夫しよう！季節に合うくらし」 鈴木 愛沙 教諭（幌南小）「教室
の場所によって、明るさや暖かさはどのくらいちがうのかな」という課題解決を通して、
快適な生活を具体的にイメージでき、それを実践できるようにした。意見交流では黒板前
に児童を集めて、活発な意見が飛び交った。身近な日光を、児童は、各場所で照度や温度
など具体的な数値で日光の力を明確化することができていた。得たデータを比較すること
によって、「こんなに日光の力ってすごいだ」と、太陽のエネルギーを強く実感していた。 

中３ 社会科「エネルギーと日本経済の課題」 村上 志行 教諭（上篠路中）    
豊かな生活を送るためにはどうすればよいかを考えた。まず、自分の考えをまとめ、その
後、９つのグループ内でお互いの意見をそれぞれ交流、意見を３行にまとめ、画用紙に記
入し掲示した。「車のブレーキで発電」「山の中に原発、雪解け水を冷却水に」「１家１
台太陽光パネル、国が費用を負担」等掲示された。その後、それを全体交流。山の中の原
発は森林破壊につながるのでは等、活発な意見交流がなされた。最後に、自分の考えをま
とめ、今の自分にできること。ひとりではなく、みんなでできることをまとめた。 

中２ 理科「電流とその利用」 岩本 明子 教諭（柏丘中）「私たちはどのように電
気を利用していけばいいのだろうか」という課題で、照明器具を入り口に、環境を意識し
た電気利用を考えた。交流場面ではあえてホワイトボードを使わず「言葉」で意見を伝え
あった。「消費電力」などの項目についてＬＥＤ電球、蛍光灯、白熱電球それぞれについ
て発表、終わるたびに拍手があり、生徒同士、また教師との人間関係の良さが垣間見れた。
事前調査を活かした単元構成、実感を伴う活動、モジュール的学習の活用、過去の学びを
活かした学習など、多くの工夫が取り入れられた授業であった。 

中３ 技術・家庭科「新しい技術とこれからの生活」川崎 勉 教諭・名久井あけ美 
教諭（札央中） 「新しい技術を生かすためにはどうしたらよいだろうか」という課題で、
ＬＥＤの点灯実験を行い、どんな条件だと明るく光るのか意見交流を行った。コイルと巻
き数、電圧の条件などの意見がボードに記入され黒板に掲示された。事前アンケートから
の課題設定、製品の紹介と日常生活とのかかわり、他教科との関連において、知識の再確
認・思考の深まりなど、多くの成果があった。 

中１ 道徳「郷土愛（山口運河）」 高原 健 教諭（星置中） 道徳の２４項目「郷
土愛」をベースに授業を行った。星置中学校の太陽光パネルの理解から始まり、教師の資
料の朗読のあと、清掃前、清掃中といった清掃活動における感情変化、運河清掃での人と
の触れ合いについて話し合った。多様な考えの発表のあと、再び太陽光パネルに戻り、終
末への発展とつないでいった。郷土愛はエネルギー環境教育と関連でき、特に道徳から環
境を考えさせることができるが、エネルギーとの関連に関しては、今後、つながりあう教
材を生み出す必要性があるとの意見があった。 

高３ 理科（地学）「火山とマグマ、エネルギー」松田 義章 教諭（札幌あすかぜ
高）  創立10年目で初の高校の授業。火山に関して、エネルギー資源と環境の観点か
ら行われた。火山噴出物と火山の持つエネルギーの活用を学習した。ビデオ教材で火山噴
火を視聴、そのあと火山噴出物の観察を行ったが、エネルギーという観点から火山噴出物
標本を観察し、マグマのエネルギーを活用するという視点で、各個人がワークシートへ記
入した。熱心に説明する教師の気持ちが、よく生徒に伝わり、火山現象と生活のかかわり、
火山噴出物から地球内部の状況について理解できた授業であった。 

小学校 食育「エコ名人になろう」青鬼 和恵 栄養教諭（清田南小）…発表要旨  
いつも捨てている部分がおいしく食べれること、水や生ごみ、ガスは減らせること。調理
とエコは関係ある。現代社会は、違う献立を食べる家族、一緒に食事できない家族が増え
ており、学校給食は仲間と一緒にたべる大切な場である。札幌市の学校給食は、平成18

年から調理屑などをリサイクルセンターで堆肥化、収穫されたものを給食室で調理してい
る。「身土不二」これは「人は生まれ育った場所で作られたものを食べることが一番健康
にいい」という意味。お米を中心とする日本型食生活の特徴を子どもに伝えてほしい。 


